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壮観！ 全分会総勢403人の集合写真

秋
の
拡
大
月
間
後
半
戦
に

向
け
10
月
9
日
、
光
が
丘
公

園
陸
上
競
技
場
で
「
拡
大
中

間
決
起
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
」
を
ひ
ら
き
、
全
分
会
か

ら
組
合
員
・
家
族
4
0
3
人

が
参
加
。
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま

っ
て
以
降
、
最
大
の
支
部
行

事
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
「
中
間
決
起
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
ス
ポ

ー
ツ
で
日
頃
の
疲
れ
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
、
拡
大
月
間
の

後
半
戦
に
向
け
あ
ら
た
め
て

分
会
の
絆
（
き
ず
な
）
を
深

め
る
目
的
で
開
催
。
「
分
会

対
抗
み
ん
な
で
玉
入
れ
」「
分

会
対
抗
き
ず
な
駅
伝
」
「
ち

び
っ
こ
か
け
っ
こ
」
の
全
世

代
が
参
加
で
き
る
3
種
目
で

熱
戦
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま

し
た
。

「
き
ず
な
駅
伝
」
（
1
2

0
0
ｍ
リ
レ
ー
）
に
は
15
分

会
が
参
加
。
最
大
5
人
で
タ

ス
キ
を
つ
な
ぐ
分
会
の
プ
ラ

イ
ド
を
か
け
た
た
た
か
い
に

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
「
み
ん
な
で
玉
入

れ
」
で
は
、
子
供
か
ら
シ
ニ

ア
ま
で
分
会
の
仲
間
み
ん
な

で
楽
し
み
ま
し
た
。
「
ち
び

っ
こ
か
け
っ
こ
」
に
も
多
く

の
子
供
た
ち
が
参
加
、
後
継

者
世
代
の
家
族
参
加
が
実
感

で
き
る
競
技
と
な
り
ま
し

た
。上

原
良
子
組
織
部
長
が
、

当
日
現
在
1
1
9
人
の
加
入

成
果
と
な
っ
た
秋
の
拡
大
月

間
の
到
達
を
報
告
。
後
半
戦

の
行
動
提
起
と
し
て
、
今
日

集
ま
っ
た
仲
間
の
協
力
と
団

結
で
、
拡
大
月
間
最
後
ま
で

多
く
の
組
合
員
と
の
対
話
を

す
す
め
よ
う
と
よ
び
か
け
ま

し
た
。

月
間
後
半
戦
の
行
動
提
起
を

行
う
上
原
良
子
組
織
部
長

分会の仲間のきずなでタスキをつなぐ
ー分会対抗きずな駅伝の熱戦

●分会対抗「きずな駅伝」
［予選Ａ組］田柄、春日、高松、泉、石神

井台、上石神井、早宮
＊田柄、早宮が決勝進出

［予選Ｂ組］北練馬、桜台、貫井、南田中、
旭町光が丘、北事業所、谷原
台、北大泉
＊北事業所、谷原台が決勝進出

［決勝］
金メダル 北事業所

（優勝タイム3分22秒09）
銀メダル 早宮
銅メダル 谷原台

●分会対抗「みんなで玉入れ」
［決勝進出チーム］春日、旭町光が丘、

北事業所、谷原台
第1位 旭町光が丘
第2位 北事業所
第3位 春日

●「チームワーク賞」
高松（27人の仲間が参加）

みんなで玉入れ 喜び爆発！優勝の旭町光が丘分会

みんなで玉入れ 最多の38人が参加した
準優勝の北事業所分会

ち
び
っ
こ
か
け
っ
こ

み

ん
な
で「
よ
ー
い
ド
ン
！
」

▼
岸
田
政
権

の
支
持
率
続

落
が
止
ま
ら

な
い
。
10
月

の
時
事
通
信

の
世
論
調
査

で
は
、
支
持

率
27
・
4
％
。
政
権
維
持
の

「
危
険
水
域
」
ま
で
落
ち
込

ん
だ
▼
統
一
教
会
の
問
題
で

首
相
の
対
応
を
「
評
価
し
な

い
」
は
67
・
6
％
。
安
倍
元

首
相
の
国
葬
実
施
は
「
よ
く

な
か
っ
た
」
が
49
・
5
％
、

「
よ
か
っ
た
」が
24
・
4
％
。

統
一
教
会
と
自
民
党
の
関

係
、
国
葬
実
施
を
め
ぐ
り
、

国
民
の
根
強
い
不
信
と
批
判

が
背
景
に
あ
る
▼
国
民
の
不

信
を
さ
ら
に
深
め
る
の
が
、

現
行
の
健
康
保
険
証
を
2
0

2
4
年
秋
に
廃
止
し
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
一
体
化

す
る
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
へ

の
切
り
替
え
だ
。
法
律
は
カ

ー
ド
の
取
得
を
任
意
と
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
命

と
健
康
に
関
わ
る
健
康
保
険

証
と
カ
ー
ド
を
一
体
に
す
る

仕
組
み
は
、
カ
ー
ド
の
取
得

を
事
実
上
義
務
に
変
え
る
。

国
葬
の
決
定
と
同
様
、
行
政

が
勝
手
に
法
を
捻
じ
曲
げ
る

姑
息
な
や
り
方
だ
▼
「
保
険

証
を
廃
止
し
て
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
一
本
化
す
る

こ
と
に
反
対
す
る
緊
急
署

名
」
（
ネ
ッ
ト
署
名
）
は
、

わ
ず
か
2
日
間
で
10
万
に
迫

る
勢
い
と
い
う
。
国
会
で
の

議
論
も
な
く
、
期
限
あ
り
き

で
強
引
に
カ
ー
ド
取
得
を
義

務
づ
け
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
（
文
）
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秋の拡大
月間

後半戦へ

勢いがつ
いた

秋の拡大
月間

後半戦へ

勢いがつ
いた

競
技
の
結
果

競
技
の
結
果
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こ
の
2
年
間
、
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
拡
大
で
開
催
で
き
な
か
っ
た

「
住
宅
デ
ー
」
。
区
民
か
ら
も
「
今

年
は
住
宅
デ
ー
を
開
催
し
ま
す
か

？
」
と
の
問
い
合
わ
せ
が
支
部
事

務
所
に
寄
せ
ら
れ
る
な
か
、
今
年

は
い
よ
い
よ
3
年
ぶ
り
に
、
11
月

6
日
、
27
会
場
で
住
宅
デ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

住
宅
デ
ー
は
、
分
会
と
地
域
の

と
の
交
流
を
つ
う
じ
て
町
場
の
仕

事
の
掘
り
起
こ
し
と
、
組
合
員
・

家
族
の
交
流
を
目
的
に
、
全
建
総

連
加
盟
組
合
の
全
国
的
な
行
事
と

し
て
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
国

土
交
通
省
、
東
京
都
、
練
馬
区
も

後
援
す
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

通
常
で
あ
れ
ば
、
包
丁
研
ぎ
や

子
供
工
作
教
室
、無
料
住
宅
相
談
、

防
災
企
画
な
ど
の
メ
イ
ン
企
画
に

加
え
、
焼
き
そ
ば
な
ど
の
飲
食
を

提
供
し
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

が
完
全
に
終
息
し
て
い
な
い
な
か

で
、今
回
は
飲
食
企
画
は
行
わ
ず
、

①
包
丁
研
ぎ
・
ま
な
板
削
り
、
②

無
料
住
宅
相
談
、
③
防
災
企
画
を

中
心
に
地
域
と
の
交
流
を
深
め
ま

す
。と

く
に
、
詐
欺
ま
が
い
の
点
検

商
法
が
横
行
す
る
な
か
、
区
民
も

求
め
て
い
る
住
宅
相
談
活
動
は
重

要
な
と
り
く
み
で
す
。
今
回
は
、

来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
用
に
、

「
家
屋
修
繕
は
東
京
土
建
練
馬
支

部

☎
0
3
（
3
8
2
5
）
5
5

2
2
へ
ご
相
談
を
！
」
と
名
入
れ

し
た
ボ
ー
ル
ペ
ン
や
、
土
建
の
家

屋
修
繕
相
談
や
詐
欺
業
者
注
意
喚

起
チ
ラ
シ
等
を
挟
み
込
ん
だ
Ａ
4

フ
ァ
イ
ル
も
来
場
者
に
配
布
し
ま

す
。住
宅
デ
ー
の
準
備
の
な
か
で
、

分
会
の
施
工
体
制
も
つ
く
り
ま
し

ょ
う
。

住宅相談ＷＥＥＫで受注した外壁
塗装を施工する分会の仲間

練
馬
区
は
、
経
済
課
を
窓

口
に
区
民
か
ら
の
住
宅
修
繕

等
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
2
0
2
1
年
度
の
相

談
件
数
は
4
1
6
件
と
過
去

最
多
の
件
数
と
な
り
ま
し

た
。練

馬
区
が
受
け
付
け
た
相

談
は
、東
京
土
建
練
馬
支
部
、

練
馬
区
ビ
ル
ダ
ー
ク
ラ
ブ
、

東
京
中
小
建
築
業
協
会
練
馬

支
部
、
建
設
ユ
ニ
オ
ン
練
馬

支
部
、
練
馬
民
主
商
工
会
の

5
団
体
で
つ
く
る
「
練
馬
区

住
宅
サ
ー
ビ
ス
協
議
会
」
が

対
応
、
施
工
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
1
年
度
は
、
4
1

6
件
の
相
談
の
う
ち
、
1
3

4
件
で
施
工
に
つ
な
が
り
ま

し
た
（
受
注
率
32
・
2
％
）。

施
工
金
額
合
計
は
3
8
4
1

万
円
。
こ
の
う
ち
、
東
京
土

建
（
練
馬
支
部
「
住
ま
い
の

相
談
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
）
が

対
応
し
た
件
数
は
1
1
9
件

で
、
受
注
が
53
件
（
受
注
率

44
・
5
％
）
。
施
工
金
額
は

合
計
2
0
0
0
万
円
を
超
え

て
い
ま
す
。

工
事
内
容
は
、
屋
根
・
板

金
、
内
外
装
、
給
排
水
・
衛

生
、
塗
装
、
外
構
な
ど
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

練
馬
区
へ
の
相
談
件
数
が

急
増
し
て
い
る
背
景
に
は
、

点
検
商
法
な
ど
悪
徳
商
法
の

横
行
の
な
か
、
「
ど
こ
に
相

談
し
て
い
い
か
、
わ
か
ら
な

い
」
区
民
が
増
え
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
実
際
、
飛

び
込
み
の
業
者
か
ら
「
屋
根

を
修
理
し
た
ほ
う
が
い
い
」

と
い
わ
れ
た
区
民
が
、
ど
こ

に
相
談
し
て
い
い
か
わ
か
ら

な
く
て
区
役
所
や
、
直
接
練

馬
支
部
に
相
談
し
た
と
い
う

ケ
ー
ス
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

こ
う
し
た
区
民
の
住
宅
修

繕
需
要
の
受
け
皿
に
東
京
土

建
が
な
れ
れ
ば
、
町
場
の
仕

事
確
保
は
大
き
く
前
進
し
ま

す
。東

京
土
建
が
信
頼
で
き
る

住
宅
相
談
窓
口
で
、
組
合
員

で
あ
る
地
元
の
建
設
業
者
が

直
接
施
工
す
る
組
合
だ
と
い

う
こ
と
を
多
く
の
区
民
に
浸

透
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
昨
年

開
催
で
き
な
か
っ
た
住
宅
デ

ー
の
代
替
企
画
と
し
て
、
今

年
2
月
に
行
っ
た
「
住
宅
相

談
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
」
の
住
宅
相
談

の
取
り
組
み
も
、
そ
う
し
た

趣
旨
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

「
住
宅
相
談
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
」

で
は
、
合
計
32
件
の
相
談
が

あ
り
、
17
件
の
受
注
（
施
工

金
額
4
3
0
万
円
）
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
な
か
に
は
、

区
内
13
万
世
帯
へ
新
聞
折
込

み
新
聞
折
り
込
み
を
行
っ
た

住
宅
相
談
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
の
ち
ら

し
を
ず
っ
と
と
っ
て
お
い

て
、
半
年
た
っ
て
か
ら
修
繕

依
頼
の
電
話
を
支
部
事
務
所

に
か
け
て
き
た
区
民
も
い
ま

す
。

「
住
宅
相
談
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
」

の
な
か
で
、
相
談
者
か
ら
聞

こ
え
て
き
た
の
は
「
大
手
の

業
者
も
あ
る
け
ど
、
地
元
の

業
者
に
相
談
し
た
い
」
と
い

う
言
葉
で
し
た
。
ま
た
、
あ

る
相
談
者
は
、
相
談
し
た
き

っ
か
け
に
つ
い
て
「
普
段
か

ら
分
会
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
の

を
目
に
し
て
い
た
の
で
土
建

の
存
在
は
知
っ
て
い
た
。
今

回
の
チ
ラ
シ
を
見
て
相
談
を

し
よ
う
と
思
っ
た
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

町
場
の
仕
事
確
保
は
、
区

民
と
の
継
続
的
な
信
頼
関
係

づ
く
り
の
と
り
く
み
で
す
。

主
体
的
に
は
住
宅
相
談
を

受
け
る
前
提
と
な
る
分
会
の

施
工
体
制
の
確
立
や
、
建
設

職
人
の
身
分
証
明
で
も
あ
る

建
設
キ
ャ
リ
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
の
活
用
な
ど
区
民
と
の
信

頼
関
係
を
つ
く
る
環
境
づ
く

り
も
課
題
で
す
。

秋
の
住
宅
デ
ー
を
ス
テ
ッ

プ
に
、
町
場
の
仕
事
確
保
に

向
け
た
運
動
を
す
す
め
ま
し

ょ
う
。

2022年秋の住宅デー（11月6日） 会場一覧（予定）

分会 会場 住所
①北練馬 北八風の子公園 北町8－31－20
②田柄 田柄中央児童公園 田柄4－5－2
③練馬 おひさま公園 練馬4－29－9
④桜台 高稲荷公園 桜台6－40－1
⑤豊玉 豊中公園（ロケット公園） 豊玉北4－20－6
⑥春日 春日町3丁目都営第2アパート広場 春日町3－3
⑦高松 春の風公園 光が丘7－4－1
⑧貫井 ガラクタ公園 貫井4－2－20
⑨土支田 土支田なごみ公園 土支田2－38－1
⑩南田中 和田堀公園 石神井町1－1－11
⑪大泉東 北大泉幼稚園 大泉町2－46－6
⑫学園 大泉風致地区公園 大泉学園町7－7－26
⑬西大泉 西大泉こぐれ公園 西大泉3－26－20
⑭泉 大泉井頭公園 東大泉7－34－1
⑮石神井台 関町北公園 関町北5－12－1
⑯上石神井 上石神井こもれび公園 上石神井3－2－26
⑰旭町光が丘 光が丘公園 光が丘2・4丁目
⑱北事業所 東京土建練馬支部会館 中村北1－6－2
⑲石神井 光和公園 石神井町4－11－35
⑳谷原台 まきば遊園 谷原4－3
㉑関町 関区民センター 関町北1－7－2
㉒新大泉 大泉影山公園 大泉町4－35－8
㉓早宮 早宮公園 早宮2－13－5
㉔中村 中村公園 中村北3－6－1
㉕富士見台 こぶし公園 富士見台3－53－1
㉖新豊玉 東京土建新豊玉分会センター 豊玉北1－10－8
㉗北大泉 八坂台児童公園 大泉町1－17－6
㉘南事業所 東京土建練馬支部会館 中村北1－6－2

全
分
会
で
11
月
6
日
に
開
催

全
分
会
で
11
月
6
日
に
開
催

3年ぶりの「秋の住宅デー」

区
民
の
需
要
の
受
け
皿
に
な
る
東
京
土
建
へ

町
場
の
仕
事
確
保
へ
、住
宅
デ
ー
を
ス
テ
ッ
プ
に

住
宅
相
談
活
動
を
旺
盛
に
す
す
め
よ
う

2
0
2
1
年
度
の
練
馬
区
へ
の
住
宅
修
繕

相
談
は
過
去
最
多
の
4
1
6
件
に

背
景
に
は「
ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
か
、

わ
か
ら
な
い
」
区
民
の
増
加

秋
の
住
宅
デ
ー
を
ス
テ
ッ
プ
に
さ
ら
な
る

継
続
的
な
と
り
く
み
へ
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朴
木
税
理
士
を
囲
ん
で

の
集
合
写
真

10
月
7
日
、
コ
コ
ネ
リ
研

修
室
で
「
第
3
回
建
設
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
現
場
運
用
・
大
手

現
場
従
事
者
交
流
会
」
を
ひ

ら
き
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
の
現

場
や
公
共
工
事
の
現

場
に
入
っ
て
い
る
事

業
所
9
社
を
含
め
13

人
が
参
加
し
ま
し

た
。こ

の
交
流
会
は
、

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
個
々
の

現
場
で
の
運
用
状
況

な
ど
を
具
体
的
に
交

流
し
、
組
合
と
し
て

の
今
後
の
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

促
進
の
運
動
に
生
か

し
て
い
く
た
め
に
3
年
前
か

ら
開
催
し
て
い
る
も
の
で

す
。今

回
の
交
流
会
で
は
、
は

じ
め
に
、
東
京
土
建
本
部
技

術
対
策
部
・
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
担
当

事
務
局
の
間
中
淳
一
郎
書
記

が
話
題
提
供
。
①
全
国
の
技

能
者
登
録
数
が
8
月
末
時
点

で
97
万
人
余
、
ま
も
な
く
1

0
0
万
人
に
到
達
す
る
状
況

で
あ
る
こ
と
、
②
建
退
共
の

電
子
化
と
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
と
の
連

携
、
③
レ
ベ
ル
判
定
シ
ス
テ

ム
で
過
去
の
就
業
履
歴
が
使

え
る
期
限
が
2
0
2
4
年
3

月
に
迫
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
、
現
在
の
到
達
点
と
今
後

の
見
通
し
な
ど
に
つ
い
て
報

告
し
ま
し
た
。

意
見
交
流
で
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
の
メ
リ
ッ
ト
と
い
わ
れ
る

建
退
共
（
電
子
化
）
と
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
の
連
携
、
レ
ベ
ル
判
定

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
能
力
評
価

に
基
づ
く
賃
金
単
価
引
き
上

げ
の
展
望
に
つ
い
て
関
心
が

集
中
し
ま
し
た
。

建
退
共
と
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
連

携
に
つ
い
て
、
「
公
共
工
事

の
現
場
で
は
相
変
わ
ら
ず
元

請
が
証
紙
を
買
っ
て
い
る
」

状
況
が
報
告
さ
れ
る
一
方
、

「
元
請
事
業
者
ま
た
は
元
請

事
業
者
と
一
次
事
業
者
が
現

場
で
働
く
す
べ
て
の
技
能
者

の
就
業
履
歴
等
を
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
就

労
ツ
ー
ル
を
通
じ
て
作
成
し

た
就
労
実
績
を
活
用
し
て
、

電
子
申
請
に
よ
る
建
退
共
の

掛
金
納
付
を
可
能
と
す
る
し

く
み
（
一
括
方
式
）
が
始
ま

っ
て
い
る
」
こ
と
が
紹
介
さ

れ
、
こ
れ
を
ひ
ろ
げ
て
い
く

運
動
が
重
要
と
の
声
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。

ま
た
、
「
野
丁
場
の
躯
体

は
商
売
に
な
ら
な
い
ほ
ど
単

価
が
低
い
。
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
が
賃

金
単
価
の
引
き
上
げ
に
つ
な

が
ら
な
い
と
意
味
が
な
い
」

と
の
切
実
な
声
も
出
さ
れ
、

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
レ
ベ
ル
判
定
に

基
づ
く
各
レ
ベ
ル
の
賃
金
目

安
の
設
定
を
あ
ら
ゆ
る
職
種

に
ひ
ろ
げ
、
賃
金
単
価
の
引

き
上
げ
を
現
実
化
し
て
い
く

組
合
の
運
動
の
重
要
性
も
浮

き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

閉
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

小
岩
比
呂
也
支
部
Ｐ
Ａ
Ｌ
会

長
は
、
「
清
水
建
設
、
大
成

建
設
な
ど
ゼ
ネ
コ
ン
は
本
気

で
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
を
推
進
し
て
い

る
。
賃
金
単
価
の
引
き
上
げ

に
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
を
ど
う
使
っ
て

い
く
か
が
組
合
に
問
わ
れ
て

い
る
。
み
ん
な
で
が
ん
ば
り

ま
し
ょ
う
」
と
よ
び
か
け
ま

し
た
。

支
部
事
業
所
対
策
委
員
会

が
主
催
す
る
「
事
業
主
の
会

・
経
営
セ
ミ
ナ
ー
＆
Ｂ
Ｂ
Ｑ

事
業
所
交
流
会
」
が
9
月
11

日
、練
馬
支
部
会
館
で
開
催
。

19
分
会
28
人
が
参
加
し
ま
し

た
。事

業
主
の
会
は
、
分
会
や

事
業
所
対
策
委
員
会
の
枠
を

越
え
た
横
断
的
で
広
範
な
事

業
所
の
仲
間
と
の
交
流
を
深

め
る
な
か
で
組
合
を
知
っ
て

も
ら
い
、
経
営
に
役
立
つ
学

習
・
情
報
提
供
や
、
仕
事
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ひ
ろ
げ
る

と
り
く
み
を
つ
う
じ
て
組
合

に
結
集
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。3

年
ぶ
り
と
な
っ
た
今
回

の
事
業
主
の
会
「
経
営
セ
ミ

ナ
ー
＆
Ｂ
Ｂ
Ｑ
事
業
所
交
流

会
」
で
は
、
第
一
部
で
朴
木

（
ほ
お
の
き
）
税
理
士
が
「
俺

の
経
営
塾
」と
題
し
て
講
演
。

粗
利
を
テ
ー
マ
に
し
た
経
営

術
や
、
元
国
税
調
査
官
だ
っ

た
視
点
か
ら
の
税
務
調
査
対

策
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
共
通
す

る
国
の
本
当
の
狙
い
に
つ
い

て
解
説
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
経
営
者

と
し
て
、
た
め
に
な
る
話
が

聞
け
て
よ
か
っ
た
。
粗
利
と

売
上
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

理
解
で
き
た
」
な
ど
の
感
想

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

第
二
部
は
会
場
を
支
部
会

館
1
階
駐
車
場
の
特
設
Ｂ
Ｂ

Ｑ
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
に
移
し
て

交
流
。
参
加
者
は
テ
ー
ブ
ル

を
縦
横
無
尽
に
行
き
来
し
、

名
刺
交
換
を
と
お
し
て
仕
事

や
組
合
の
話
題
か
ら
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
の
話
題
ま
で
大
い
に

会
話
が
弾
み
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
今
後
つ
な
が
り

が
で
き
そ
う
な
仲
間
と
名
刺

交
換
が
で
き
た
」
「
仲
間
の

幅
が
広
が
っ
た
」
な
ど
の
声

が
よ
せ
ら
れ
、
飲
ん
で
、
食

べ
て
、
話
し
て
交
流
を
深
め

る
充
実
し
た
機
会
に
な
り
ま

し
た
。

分
会
と
事
業
所
対
策
委
員

が
積
極
的
に
呼
び
か
け
を
お

こ
な
っ
た
今
回
の
交
流
会
。

参
加
し
た
事
業
主
の
内
訳

は
、
後
継
者
層
の
事
業
主
が

15
人
、
参
加
者
の
平
均
年
齢

は
48
．
3
才
、
組
合
行
事
の

初
参
加
が
7
人
と
フ
レ
ッ
シ

ュ
な
顔
ぶ
れ
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
事
業
所
の
規
模
、

職
種
で
は
独
立
し
た
ば
か
り

の
事
業
主
、
法
人
化
し
て
事

業
拡
大
を
す
す
め
る
事
業

主
、
30
人
以
上
の
従
業
員
を

雇
用
す
る
事
業
主
、
職
種
も

塗
装
と
内
装
の
各
6
人
を
筆

頭
に
14
職
種
と
、
事
業
規
模

・
職
種
も
多
彩
な
事
業
主
が

集
ま
り
、
各
自
の
仕
事
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

法
改
正
に
伴
う
「
建
築
物

石
綿
含
有
建
材
調
査
者
講

習
」
を
1
月
18
日
・
19
日
の

2
日
間
、
練
馬
支
部
会
館
で

開
催
し
ま
す
。
今
回
の
調
査

者
講
習
は
、
石
綿
作
業
主
任

者
講
習
の
修
了
者
を
対
象
に

実
施
し
ま
す
。
定
員
は
先
着

60
人
。
受
講
料
は
4
8
、
0

0
0
円
で
す
。
お
問
い
合
わ

せ
・
申
込
は
練
馬
支
部
ま
で
。

●
石
綿
に
関
す
る
こ
の
間
の

法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
●

解
体
・
改
修
工
事
を
行
う

際
に
は
、
そ
の
規
模
の
大
小

に
か
か
わ
ら
ず
工
事
前
に
解

体
・
改
修
作
業
に
係
る
部
分

の
全
て
の
材
料
に
つ
い
て
、

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
含
有

の
有
無
の
事
前
調
査
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
事
前
調
査
は
、
設
計
図

書
等
の
文
書
に
よ
る
調
査

（
※
設
計
図
書
等
の
文
書
が

存
在
し
な
い
と
き
を
除
く
）

と
、
目
視
に
よ
る
調
査
の
両

方
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す

（
2
0
2
1
年
4
月
か
ら
）。

設
計
図
書
と
目
視
で
わ
か
ら

な
い
場
合
は
「
分
析
」
が
必

要
と
な
り
ま
す
が
、
石
綿
含

有
と
み
な
し
て
「
分
析
」
を

省
略
し
、
各
レ
ベ
ル
に
相
当

す
る
適
切
な
工
事
を
行
う
こ

と
も
で
き
ま
す
。

▼
一
定
規
模
（
解
体
工
事

の
場
合
は
解
体
部
分
の
延
べ

床
面
積
80
㎡
、
改
修
工
事
の

場
合
は
請
負
金
額
が
1
0
0

万
円
）以
上
の
工
事
の
場
合
、

元
請
は
石
綿
含
有
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
事
前
調
査
の
結

果
を
都
道
府
県
等
及
び
労
働

基
準
監
督
署
に
電
子
シ
ス
テ

ム
（
「
石
綿
事
前
調
査
結
果

報
告
シ
ス
テ
ム
」
＝
1
回
の

操
作
で
都
道
府
県
等
と
労
働

基
準
監
督
署
の
両
方
に
報
告

が
で
き
る
）
で
報
告
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
（
2
0
2
2

年
4
月
か
ら
）
。

な
お
、
事
前
調
査
の
結
果

の
記
録
を
作
成
し
て
3
年
間

保
存
す
る
と
と
も
に
、
作
業

場
所
に
備
え
付
け
、
概
要
を

労
働
者
に
見
や
す
い
箇
所
に

掲
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

（
2
0
2
1
年
4
月
か
ら
）。

▼
事
前
調
査
結
果
を
報
告

せ
ず
、
ま
た
は
虚
偽
の
報
告

を
し
た
場
合
、
30
万
円
以
下

の
罰
金
。

▼
そ
し
て
、
2
0
2
3
年

10
月
か
ら
は
、事
前
調
査
は
、

建
築
物
石
綿
含
有
建
材
調
査

者
な
ど
の
一
定
の
要
件
を
満

た
す
者
が
行
う
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
こ
の
調
査
者

の
資
格
を
得
る
た
め
の
講
習

が
今
回
の
「
調
査
者
講
習
」

に
な
り
ま
す
。

●
解
体
・
改
修
工
事
に
必
要

な
講
習
・
資
格
●

▼
現
場
作
業
者
は
石
綿
特

別
教
育
を
受
講
し
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
現
場
に
は
石
綿
作
業
主

任
者
講
習
を
修
了
し
た
作
業

主
任
者
を
必
ず
配
置
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
建
築
物
石
綿
含
有
建
材

調
査
者
に
な
る
に
は
、
調
査

者
講
習
の
受
講
・
修
了
が
必

要
で
す
が
、
石
綿
作
業
主
任

者
講
習
の
修
了
が
受
講
資
格

と
な
り
ま
す
。
解
体
・
改
修

工
事
の
実
務
経
験
10
年
を
証

明
し
て
受
講
資
格
を
得
る
こ

と
も
で
き
ま
す
が
、
調
査
者

講
習
は
作
業
主
任
者
講
習
の

内
容
を
前
提
に
す
す
め
ら
れ

る
（
修
了
試
験
も
あ
る
）
こ

と
か
ら
、
組
合
と
し
て
は
石

綿
作
業
主
任
者
講
習
の
受
講

を
勧
め
て
い
ま
す
。

2
0
2
2
年
10
月

1
日
か
ら
東
京
都

最
低
賃
金
は
時
給

1
0
7
2
円
に

10
月
1
日
か
ら
東
京
の

最
低
賃
金
は
1
0
7
2

円
、
前
年
比
31
円
増
と
な

り
ま
し
た
。
増
額
は
か
ち

と
っ
た
も
の
の
、
物
価
高

騰
に
よ
る
実
質
賃
金
の
目

減
り
が
続
く
な
か
、
東
京

土
建
は
ひ
き
つ
づ
き
全
国

一
律
最
低
賃
金
制
の
導

入
、
東
京
都
で
今
す
ぐ
1

5
0
0
円
の
実
現
、
中
小

企
業
の
支
援
の
拡
充
を
め

ざ
し
て
運
動
を
す
す
め
て

い
ま
す
。

東
京
都
へ
の
国
保

予
算
要
求
ハ
ガ
キ

は
6
6
3
1
枚

東
京
へ
の
国
保
予
算
要

求
ハ
ガ
キ
は
、
支
部
目
標

6
5
4
7
枚
に
対
し
6
6

3
1
枚
が
集
ま
り
ま
し
た

（
到
達
率
1
0
1
・
3

％
）
。
組
合
員
一
人
ひ
と

り
の
思
い
の
こ
も
っ
た
ハ

ガ
キ
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
、

東
京
都
に
予
算
確
保
を
求

め
て
い
き
ま
す
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

仕
事
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
へ

仕
事
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
へ

「
事
業
主
の
会
・
経
営
セ
ミ
ナ
ー
＆
Ｂ
Ｂ
Ｑ
事
業
所
交
流
会
」ひ
ら
く

「
事
業
主
の
会
・
経
営
セ
ミ
ナ
ー
＆
Ｂ
Ｂ
Ｑ
事
業
所
交
流
会
」ひ
ら
く

「
建
築
物
石
綿
含
有
建
材
調
査
者
講
習
」

練
馬
支
部
会
館
で
来
年
1
月
18
日
・
19
日
に
開
催

Ｂ
Ｂ
Ｑ
交
流
で
は
名
刺
交
換

建
退
共
と
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
連
携
、レ
ベ
ル
判
定
な
ど

建
退
共
と
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
連
携
、レ
ベ
ル
判
定
な
ど

賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
に
関
心
集
ま
る

第3回ＣＣＵＳ
現場運用・大手現場

従事者交流会

第3回ＣＣＵＳ
現場運用・大手現場

従事者交流会
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3
年
ぶ
り
に
、
大
泉
西
中

学
校
よ
り
職
業
体
験
の
依
頼

を
受
け
、
7
月
7
日
・
8
日

の
2
日
間
で
2
年
生
の
4
人

の
生
徒
さ
ん
を
迎
え
ま
し

た
。畳

の
歴
史
や
構
造
を
学
習

し
、
体
験
と
し
て
ミ
ニ
畳
を

作
り
ま
し
た
。
実
際
の
材
料

を
使
用
し
、
道
具
の
使
い
方

を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
部
屋
に
敷
く
畳
と
は
作

り
方
が
多
少
違
い
ま
す
が
、

材
料
や
道
具
に
触
れ
る
こ
と

で
、
物
づ
く
り
の
難
し
さ
や

楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
た

の
で
は
と
思
い
ま
す
。
皆
さ

ん
真
剣
に
取
り
組
み
、
個
性

の
あ
る
素
敵
な
ミ
ニ
畳
が
出

来
ま
し
た
。
大
切
に
使
っ
て

も
ら
え
る
と
幸
い
で
す
。
エ

ア
コ
ン
の
無
い
作
業
場
で
、

2
日
間
良
く
頑
張
り
ま
し

た
。

西
大
泉
分
会
の
加
藤
畳
店
は
、
地
域
の
中
学
生
の

職
業
体
験
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
な

か
、
今
年
は
3
年
ぶ
り
に
7
月
と
9
月
の
2
回
に
わ

た
り
中
学
生
の
職
業
体
験
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
7

月
の
職
業
体
験
受
け
入
れ
の
様
子
が
、
西
大
泉
分
会

の
分
会
紙
「
四
面
塔
」
（
8
月
号
）
に
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。
記
事
を
紹
介
し
ま
す
。 桜

台
分
会
の
分
会
紙
「
み

ち
く
さ
」
が
10
月
12
日
号
で

通
巻
5
0
0
号
を
迎
え
ま
し

た
。桜

台
分
会
で
は
、
5
0
0

号
の
通
常
号
に
加
え
、
通
巻

5
0
0
号
の
特
集
号
を
発

行
。
「
毎
月
楽
し
み
に
読
ん

で
い
ま
す
」
、「
組
合
員
の
た

め
の
情
報
発
信
に
感
謝
」
、

「
歴
代
教
宣
部
長
の
責
任
感

の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
」
、
「
末

永
く
6
0
0
、
8
0
0
、
1

0
0
0
号
と
続
き
ま
す
よ
う

に
」
な
ど
分
会
の
仲
間
か
ら

の
お
祝
い
と
感
謝
の
声
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

1
9
9
1
年
の
1
3
0
号

か
ら
毎
月
発
行
し
て
き
た
宮

下
修
教
宣
部
長
は
「
ま
だ
ま

だ
通
過
点
」
と
語
り
ま
す
。

今
後
も
読
み
ご
た
え
の
あ
る

「
み
ち
く
さ
」が
楽
し
み
で

す
。◆

◆

桜
台
分
会
の「
み
ち
く
さ
」

に
続
き
、上
石
神
井
分
会「
あ

け
ぼ
の
」
が
あ
と
4
号
で
通

巻
4
0
0
号
、
旭
町
光
が
丘

分
会
「
は
な
み
ず
き
」
が
あ

と
5
号
で
通
巻
2
0
0
号
、

早
宮
分
会
「
ど
ん
ぐ
り
」
と

新
豊
玉
分
会
の
「
新
と
よ
た

ま
」
が
あ
と
2
号
で
そ
れ
ぞ

れ
通
巻
2
0
0
号
を
迎
え
ま

す
。
ま
た
、
石
神
井
台
分
会

女
性
の
会
の
「
ひ
だ
ま
り
」

が
1
0
0
号
を
迎
え
、
9
月

18
日
に
お
祝
い
会
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

「
み
ち
く
さ
」
通
巻
5
0
0
号
特
集
号

西
大
泉
分
会
紙
「
四
面
塔
」
の
紙
面
よ
り

豊
玉
分
会
の
風
間
秀
雄
さ
ん
か
ら

「
お
わ
ら
風
の
盆
」
の
素
敵
な
イ
ラ

ス
ト
が
届
き
ま
し
た
。

求
人
重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
・

手
元
作
業
・
ド
ラ
イ
バ
ー（
3

人
以
上
）
社
員
及
び
短
期

株
式
会
社
信
和（
関
町
分
会
）

練
馬
区
関
町
東
2
―
14
―
4

☎
0
3
―
3
9
2
8
―
0
1

0
5

Ｌ
Ｇ
Ｓ
ボ
ー
ド
工
（
3
人
以

上
）
社
員

株
式
会
社
坪
田
内
装
（
北
練

馬
分
会
）

練
馬
区
錦
2
―
6
―
5

☎
0
9
0
―
5
4
2
4
―
0

4
9
4

■
ヨ
コ
の
カ
ギ

1

秋
の
虫
、
鳴
く
の
は
…

…
の
求
愛
行
動

3

古
典
的
と
い
う
意
味
で

す

7

代
表
的
な
弦
楽
器
と
い

え
ば

8

…
…
ス
ト
ッ
プ
、
…
…

プ
ロ

9

首
里
城
と
い
え
ば
、
こ

の
街

10

火
事
が
消
え
ま
し
た

11

刺
し
て
焼
く
料
理
。
…

…
焼
き

13

一
年
で
最
も
雨
が
多
い

季
節

14

…
…
旧
、
…
…
規
、
…

…
人

15

秋
の
終
わ
り
頃
か
ら
吹

き
ま
す

18

長
崎
観
光
と
い
え
ば
…

…
橋

20

鍵
盤
楽
器
の
一
つ
で
す

22

野
球
で
打
者
の
体
の
近

く
に
く
る
…
…
の
球

23

私
心
の
な
い
こ
と

■
タ
テ
の
カ
ギ

1

秋
の
七
草
の
ス
ス
キ
の

こ
と

2

ご
は
ん
を
炊
き
ま
す

3

秋
の
味
覚
の
一
つ
で
す

ね

4

昼
食
を
最
近
こ
う
言
い

ま
す
ね

5

花
よ
め
、
和
装
、
白
い

布

6

「
秋
」
を
「
あ
き
」
と

読
む
の
は
…
…
読
み

12

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
が
書
い

て
あ
る
紙
で
す

13

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
交
響

曲
第
5
番
ハ
短
調
作
品

67

15

生
ま
れ
て
間
も
な
い
ニ

ャ
ン
コ

16

首
都
は
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン

17

…
…
物
、
…
…
粉

19

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
渡

り
鳥
。
カ
リ
と
も
い
い

ま
す

21

紙
に
包
ん
で
捨
て
ま
し

ょ
う

○
8
月
9
日
（
2
6
7
3
号
）
の
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
当
選
者

答
え
：
ナ
ツ
ヤ
マ
ト
ザ
ン（
夏
山
登
山
）

当
選
者

豊
玉
分
会

風
間
秀
雄
さ
ん

春
日
分
会

大
室
知
加
子
さ
ん

大
泉
東
分
会

早
川
定
道
さ
ん

上
石
神
井
分
会

尾
﨑
正
一
さ
ん

関
町
分
会

小
出
誠
さ
ん

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
正
解
を
答
え

て
お
送
り
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
、

抽
選
で
5
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
（
5

0
0
円
分
）
を
お
送
り
し
ま
す
。

【
宛
先
】
〒
1
7
6
―
0
0
2
3

練
馬
区
中
村
北
1
―
6
―
2

東
京
土

建
練
馬
支
部
「
読
者
の
ひ
ろ
ば
」
係

【
締
め
切
り
】
2
0
2
2
年
11
月
25
日

（
金
）
支
部
到
着
分
ま
で

余
白
に
お
便
り
や
イ
ラ
ス
ト
を
自
由
に

お
書
き
下
さ
い
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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中
学
生
の
職
業
体
験
を

受
け
入
れ

職
業
体
験
の

生
徒
さ
ん
を
迎
え
て

西
大
泉
分
会
・
加
藤
畳
店

西
大
泉
分
会
・
加
藤
畳
店


